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序 文

本町は埋蔵文化財包蔵地が多く、前川・安楽川の流域を中心lこ約

170ケ所の周知の遺跡が知られております。

近年、宅地開発や農業基盤整備事業の増加に伴い、これらの遺跡

の緊急確認調査も又急増しています。

今回調査しました道重遺跡の確認調査、並びに発掘調査も県営畑

地帯総合土地改良事業の実施に先立って行われたものです。

ここにその調査結果を報告書として刊行いたしますが、この資料

が歴史解明の一助となり、文化財の保護と学術研究のために広く活

用されれば幸いです。

発刊にあたり、発掘を担当された各調査員はじめ指導者、作業協

力者の皆様、又調査に御協力を頂きました土地所有者・並びに関係

各位に対し、心よりお礼申し上げます。

平成2年 3月

志布志町教育委員会



例昌

1 .本報告書は県営畑地帯総合土地改良事業曽於東部二期地

区(道重工区)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は鹿児島県農政部(大隅耕地事務所)の委託事

業として、志布志町(志布志町教育委員会)が受託し、実

施したものである。

3.発掘調査は昭和63年度，平成元年度に実施し、平成元年

度に整理作業を行った。

4.本書で用いたレベル数値はすべて海抜絶対高である。

5.遺物はすべて通し番号とし、挿図，図版とも一致する。

6.本書の執筆は次のとおりである。

第 1，II章一....・ H ・..……米元史郎

第m~VI章一…...・H・…・・井ノ上秀文

第vn章一…………...・ H ・..堂込秀人

7.本書の編集は米元，井ノ上，堂込がおこなった。

8.遺物は志布志町教育委員会が保管し、展示・活用する予

定である。

9. N章確認調査の遺物出土状況凡例

企 V層出土遺物

・VI属出土遺物

O 羽属機
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第 I章調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会(以下県文化課)では、県下の市町村教育委員会と連携し、文化財の保

存・活用を図るため、各関係機関との間で、事業区域内における文化財の有無及びその取扱い

について事前に協議し、諸開発との調整を図っている。

この事前協議制に基づき、鹿児島県農政部(農地整備課・大隅耕地事務所)は、志布志町道

重工区における県営畑地帯総合土地改良事業(曽於東部二期地区)の計画策定にあたり、実施

計画区域内の埋蔵文化財の有無について、県文化課に照会した。

これを受けて文化課は、昭和61年 5月当該地区の埋蔵文化財分布調査を志布志町教育委員会

と実施した。

分布調査の結果、当該事業区域内に道重遺跡の存在していることが判明したので、事業実施

前に遺跡の範囲・性格などを把握するための確認調査を実施することとなった。

第 2節調査の組織

調査主体者 志布志町教育委員会

調査責任者

調査事務

11 教育長野間隆

社会教育課長 西坂弘行(~H1、 12)ノノ

慶田泰輔(H2、1~) 

参事兼課長補佐 川崎卓男(~H1、1)

文化体育係長 前田泰郎

主 事谷口隆博

11 

主

主

主

事米元史郎

事荒平安次

事杉田美穂

11 

11 

調査担当者 鹿児島県教育庁文化課 文化財研究員 鶴田静彦(確認調査)

主 事井ノ上秀文//

主 査中村耕治(発掘調査)

文化財研究員 堂込秀人//

志布志町教育委員会 主 事 米元史郎(確認・発掘)

なお、調査企画等において、県教育庁文化課長・吉井浩一、同課長補佐・奥園義則、同主幹・

立園多賀生、同主任文化財研究員兼埋蔵文化財係長・吉元正幸、同企画助成係長・京田秀允、

同係の各氏の指導・助言を得た。

発掘調査中は志布志町文化財保護審議会委員瀬戸口望氏の助言を得た。



第 3節調査の経過

確認調査は、鹿児島県からの受託事業として、志布志町教育委員会が調査主体者となり、県

文化課の協力を得て実施した。

その結果、事業計画地区内にA，B， C， D， Eの5地区に遺物を出土する地域があることが

判明した。

この調査結果は、発掘作業終了直後に県教育庁文化課において関係者立ち合いの上、事業報

告書として報告された。これを受けた事業主体の大隅耕地事務所は、実施計画再検討の結果、

E地区(現地保存)を除く 4地区については設計変更の措置を取り得ず、年度内の緊急発掘調

査の実施を要望した。この為志布志町教育委員会は再度県文化課の協力を得て、 A，C地区の

発掘調査と D地区の工事中立ち合い調査を実施することにした。又、 B地区については、幹線

舗装道路に当たる部分であったため、平成元年度に発掘調査を実施することとした。

さらに、これらの 3回にわたる調査の総括的な出土遺物整理作業、並びに報告書作成作業は

一括してB地区の調査終了後に実施することとした。

。確認調査は、昭和63年10月12日から27日までの実数12日間実施し、また調査期間の制限もあ

るため地形等を考慮し工事により削平されると思われる部分や、道路に計画されている部分を

中心に、 2X2mを基本とするトレンチを24箇所設定した。その聞の調査の経過と概要につい

ては、日誌抄をもってかえる。

10月12日(水) 用具運搬、点検、確認、作業員への調査方法・調査上四留意点の説明。 1， 

2， 3， 4トレンチ設定、掘り下げ。

10月13日(木) 5， 6， 7卜レンチ設定。1， 2， 3， 4， 5掘り下げ。

10月14日(金) 8， 9トレンチ設定。1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9掘り下げ。 1，

2， 3， 4， 5， 14位置図作成。 3，5土層断面写真撮影。 2，4， 5遺物出

土状況実測、写真撮影。

10月17日(月) 10， 11トレンチ設定。 2，4， 7， 8， 9， 10，11掘り下げ。 5土層断面実

測。 2，4遺物出土状況実測、写真撮影。

10月18日(火) 12， 13， 14， 15， 16トレンチ設定。 4，10， 11， 12， 13， 14掘り下げ。

10月19日(水) 17， 18トレンチ設定。 10，11， 12， 13， 14， 15， 16， 17， 18掘り下げ。 6，

10， 12位置図作成。 6土層断面写真撮影。 6土層断面実測。 4，10，12遺物出

土状況実測、写真撮影。

10月20日(木) 19， 21トレンチ設定。 4，10， 16， 17， 18， 19， 21掘り下げo 7， 14土層断

面写真撮影。 3土層断面実測。 4，14遺物出土状況写真撮影。 3埋め戻し。

10月21日(金) 20， 22トレンチ設定。 4，18， 19， 20， 21， 22掘り下げ。1， 2， 7， 8， 

9， 15， 16位置図作成。 1，2， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 13， 14， 15， 16， 
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17. 19. 20土層断面写真撮影。 2. 7. 8. 9. 16土層断面実測。 15.16遺物

出土状況写真撮影。 5. 9埋め戻し。

10月24日(月) 23. 24卜レンチ設定。 21.23. 24掘り下げ。 13.17. 24位置図作成。 10.18. 

19. 20. 21土層断面写真撮影。 1.13. 15. 16. 17土層断面実測。 18.21遺物

出土状況写真撮影。 15.16遺物出土状況実測。 1. 2. 6. 7. 8. 15. 16. 

17埋め戻し。

10月25日(火) 11. 14. 18. 19. 20. 21. 23. 24位置図作成。 21.22. 24土層断面写真撮影。

10. 11. 12. 14. 18. 19. 20. 21. 22. 24土層断面実測。 23遺物出土状況写真

撮影。 14.18. 21遺物出土状況実測。 10.11. 12. 18. 20埋め戻し。

10月26日(水) 22位置図作成。 23土層断面写真撮影。 22.23土層断面実測。 23遺物出土状況

実測。 4.13. 14. 19. 21. 22埋め戻し。

10月27日(木) 23. 24埋め戻し。用具撤収・搬出・水洗・点検確認後収納。発掘調査を終了。

rt:JJA地区及びC地区の全面発掘調査は、平成元年11月24日から12月17日までの実数18日間実施

した。両地区とも確認調査の成果に基づき、工事により削平される部分について調査した。そ

の聞の調査の経過と概要については、日誌抄をもってかえる。

11月24日(木) 用具運搬、点検、確認、作業員への調査方法，調査上の留意点の説明。

4 重機(ユンボ)により表土剥ぎを行い跡地をさらえる。表土の下位はV層の

11月25日(金)アカホヤがほとんどであるが、部分的に日層.VJ[層になるところがある。 V層

上部より縄文時代晩期の遺物が出土し、 w層中より縄文時代早期の造物が出土

する。また表土中より石皿・石ヒ等も出土する。

11月28日(月)

G 

北側にあるベンチマークを基準にして磁北にあったグリッドを組む。

重機による表土剥ぎを継続。

G.H.I-5・6区表土下位をさらえる。部分的にH層VJ[層が出てくるが

12月2日(金)大半はV層で縄文晩期の遺物が出土。 1-5・6区では一部シラスが出土する。

G.H・1-3・4区表土剥ぎの跡をさらえる。その後V層上部の縄文晩期

の包含層の掘り下げを実施する。縄文晩期の深鉢・浅鉢(黒色研磨土器)・石器

(すり石・有肩石斧)等が出土する。

道重遺跡C地区の表土剥ぎを開始。

12月5日(月 G・H.1-2・3区V層掘り下げ。斜面のため高い部分はすでにw層及び

.(J， VlI層になっている。ほぼ全面に百層まで掘り下げる。縄文晩期の遺物が出土す

12月9日(金)る。 H.1-4区6区に 1m幅のテストトレンチを設定し日層の確認を実施す

る。日層上面で地形図 (25ωコンタ)をとる。

G-5区掘り下げ。 G.H-4区5区1m幅のトレンチを設定する、日層掘
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り下げを実施する。縄文早期の土器出土。

G-4区百層掘り下げ。縄文早期の遺物(員殻文円筒土器・石鍛等)が出土

する。

C地区V層掘り下げ。縄文晩期の土器(鐘目圧痕文土器・黒色研磨土器)石

器(石斧片・石錬)が出土する。南側も遺物包含層があると想定されるためそ

の部分の表土剥ぎを重機で行う O

12月12日(月) G-3区4区5区 .H-4区5区6区の刊層掘り下げ。縄文早期の遺物が出

G 土する。 H-4区において集石検出。実測後下部に掘り込みがなし、か調査する

12月17日(土)が認められなL、。

C地区V層掘下げ。縄文晩期の土器・石鎌・石錐片等が出土する。下層確認

卜レンチ掘り下げ。 日層中にて縄文早期の土器(塞ノ神式土器)が出土する。

ただ傾斜地下部においては遺物が見られないため、上部を中心に刊層を掘り下

げるが遺物の出土は希薄である O

作業終了。用具水洗、点検、確認後収納。

cgc地区(舗装道路部分)の全面発掘調査は平成元年10月 2日から24日まで実数15日間実施し

た。その聞の調査の経過と概要については、日誌抄をもってかえる O

10月2日(月) 用具運搬、点検、確認、作業員への調査方法，調査上の留意点の説明。調査

G 区全域の草払い機による除草作業。

10月6日(金) 山鍬による傾斜地の表土剥ぎ。

1. 2卜レンチ設定、掘り下げ。

重機(ユンボ)により表土剥ぎを行い跡地をさらえる。表土の下位は調査区

域南部では、東側の雑木林(小丘陵)より約14%の自然勾配をもって西側へ落

ち込んでいることが確認され、さらに南側ほど火山灰の堆積が薄く、最南部で

は表土直下で、基盤岩石である日南層群が出土することが確認された。

2トレンチ表土より遺物出土。

調査区南部東半を完掘し、遺物包含層がないことを確認。

調査区南部西半並びに中央部のVI層より遺物出土。写真撮影。実測。取り上

げ。さらに掘り下げ。

10月11日(水) 調査区北部の掘下げに着手。 I層よりV属まで削平を受けており、北端と南

4 端に人為的掘り込み溝のあることが判明。表土層(盛土)より遺物出土。 3ト

10月13日(金)レンチ設定掘り下げ。咽層より細石刃細石核出土。写真撮影。実測。取り上げ。

調査区中央部並びに南部の掘り下げと西側畦畔の法面整形。 vn層より遺物出

土。写真撮影。実測。取り上げ。さらに掘り下げ。
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10月16日(月)

4 

調査区北部のトレンチを全域拡張掘り下げ。北東より南西方向に傾斜してい

ることを確認。珊層より遺物出土。写真撮影。実測。取り上げ。さらに掘り下

10月20日(金)げ。

調査区中央部並びに南部の掘り下げ。珊層より遺物出土。写真撮影。実測。

取り上げ。さらに掘り下げ。

調査区南部西半を匝層まで完掘。

北部中央部聞の堆積廃土をタイヤショベルで除去作業。

10月23日(月) 調査区中央部並びに南部の掘り下げ。咽層より遺物出土。写真撮影。実測。

品 取り上げ。

10月24日(火) 調査区全域の平板測量。

作業終了。用具水洗、点検、確認後収納。
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第E章遺跡の位置・環境

本町は鹿児島県の東端部で、志布志湾の湾奥部に位置し、海岸線は東西に約lOkm、内陸部に

向かつて約24kmで、南北に細長く延びる釣鐘形の形状をなしている。

北東から東側へは、宮崎県都城市及び串間市と接して県境をなし、北西から西へは、末吉町、

松山町、有明町とそれぞれ接している。

南面する海岸線は、ほぼ中央に位置する市街地を挟んで、西側は砂浜海岸が続くのに比べ、

東側は日南層群で構成される山稜が海までせまり、岩礁海岸を形成している。尚、市街地は、

比高40m程のシラス台地の海食崖下に発達した古期砂丘帯上に立地している。これは約6000年

前の縄文海進の名残りと考えられる。

内陸部の地形は、山地と台地、それに河川に沿って小規模に発達した沖積低地に大別出来るO

北部から東部にかけての山稜地帯は、主に新生代古第三期の地層と考えられている日南層群

よりなる、南那珂山系の西端域となっている。

シラス台地は並行して南流する中小の河川の活発な侵食作用によって、深い谷で分断され、

さらにその支流によって、樹枝状に拡がる谷頭侵食で細かく刻み込まれており、大小幾多の台

地が形成されている。また、谷底の低地とは急傾斜面や崖によって区切られている。

町内を流れる河川は、西側を延長24kmの安楽川が、東側を延長15kmの前川がそれぞれ南流し

ており、他に北東山間部の四浦地区には串間市より大矢取川が入り込んでいる。またこれらの

河川の中流域から下流域にかけては各所に大小の河岸段丘や谷底平野が形成されている。

このような地形のため、町内に分布する約 170箇所の埋蔵文化財遺跡の多くは台地上に立地

しているが、内陸山間部では、山稜に付随するそれぞれ独立した小規模な山麓舌状台地基部(谷

あいの湧水を利用するタイプ)、あるいはその辺縁部(台地下の河川を利用するタイプ)に立地

しており、南部の広域な台地では、水源に遠い台地中央部に遺跡の立地は見られず、これらの

辺縁部、もしくは台地に付随する河岸段丘上に集中している。

道重遺跡は前述安楽川水系と前川水系の分水山稜尾根部の南側斜面に立地しているが、昔は

すぐ北裏面に湧水があったということである O

この付近は、 “縄文銀座"と言われるほど遺跡の密集地帯で、道重遺跡周辺にも第 1図に示

す通り多くの遺跡が散在している。

特に、昭和39年発掘調査された片野洞穴遺跡はトレンチ掘りにもかかわらず、多量の獣骨・

員殻とともに縄文時代早期から近世までの各時代の遺物が層位的に出土している。

鎌石橋遺跡は前川中流域の河岸段丘上に立地し、細石核・細石刃をはじめ縄文時代草創期に

比定される隆帯文土器や集石炉遺構と縄文前期・晩期の遺物が出土し重要な遺跡となっている。

又、昭和初年に発掘調査が行われた出口 A遺跡も、本町では発掘例の少ない低地河岸段丘(水

田)上の遺跡であるが、特殊な異形石器(双角尖頭器)が出土している。

倉園B遺跡では縄文早期の土器とともに連穴土拡10基や集石遺構60基が出土している。
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第 1図道重遺跡周辺の遺跡

第 1表周辺の遺跡一覧表

番号 遺跡名 出 土 遣 物 番号 遺跡名 出 土 遺 物

迫 黒川式、刺突連点文 8 上 出 水 石坂式吉田式住居牡

2 山久保 A 阿高式黒川式入佐式 9 土 光 A 塞ノ神式轟式春日式

3 平 原 B 鐘目圧痕文、有肩石斧 10 東 原 塞ノ神式曽畑式配石

4 道 重 塞ノ神式、黒川式L 11 潤 ケ 野 轟式岩崎上層式擬縄文

5 片野洞穴 曽畑式西平式彩色石器 12 出 口 A 双角石器

6 倉 園 A 阿高式指宿式大平式 13 鎌 石 橋 細石刃細石核隆帯文

7 倉 園 B 吉田式前平式連穴土壌 14 鎌 石 塞ノ神式黒川式土師器
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第直章層位

遺跡の層位は、確認調査と全面調査 (A地点， B地点， c地点)

においては若干の相違が見られた。また、確認調査においても各

トレンチにおいて相違が見られた。

ここでは確認調査、全面調査を含めて調査区全体の標準的な層

位について説明する。

I層 褐色の表土。色調や硬さ等により数層に細分される部分

がある。

E層 黒褐色腐植土。

皿a層暗黄褐色土。

Illb層 黄色褐色土。下部には霧島の御池を噴出源とすると考え

られる細かい黄色のパミスを少量混入している。

町層 暗黄褐色土。下部には池田湖を噴出源とすると考えられ

a る白色の軽石を混入している。

官 一一一ーーー

b 

U 

a 

VDl --一一一一

V層 鬼界カルデラを噴出源とすると考えられるアカホヤ火山

灰層で、色調等により a，b， cに細分される oa層は暗黄

褐色を呈しており、二次堆積の可能性も考えられる。 b層

は黄褐色を呈しているo C層は明黄褐色を呈しており、下

部は砂粒状となっている部分もある。

b VI層 黒褐色を呈した粘質の硬質土である。下部が茶褐色とな

る部分もあり、このような場所ではし bに分けた。
a 

VII層 明黄褐色土。硬質である O 桜島を噴出源とする薩摩に比

IX b 定される。

c 
珊層 茶褐色粘質土。場所によって色調により数層に細分されるo

E層 黄色シラス。場所により色調，硬さ等によって数層に細

分される。
a 

X 

b X層 明黄褐色軽石層。大隅降下軽石に比定され、大きさ等によ

って数層に細分される。
E 

E層 基盤となる日南層群の未固結砂岩と考えられるものが、

第 2図土層模式柱状図 風化したものである。
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第3図調査区と周辺の地形図
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第 4図 トレンチ配置図及び各地点位置図
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第U章確認調査

第 1節調査の概要

事業計画区域内には道重遺跡が所在し、遺物が散布していることから、遺跡の範囲，性格等

の把握を目的として確認調査を実施した。調査は地形等を考慮して、工事により削平されると

考えられる部分や、道路等に計画されている部分を中心にトレンチを設定して実施した。 トレ

ンチの大きさは 2X2mの大きさを基本としたが、場所によっては 2X3m，2X4m， 1X 

5mとしたものもある。 4トレンチでは遺構と考えられるものが確認されたので、拡張して調

査を行った。

11トレンチ北壁 18トレンチ西壁

137. 20m 1 a 

140.∞m 

W 

一一一。一一-ー-ー-ーー

唱

i

・.
。。

羽a I 142.00m 

⑨ 

⑨ 一広三竺主6.40m

01m  

第5図 11， 18， 14， 20トレンチ

噌-
唱

i



第 2節各トレンチの調査

11トレンチ(第 5図)

調査区南東端の傾斜地の畑に 2X2mの大きさで設定した。層位はほぼ標準土層に近いが、

II， m， N層は確認されなかった。lX層は色調等によりし b，cに細分された。

遺物，遺構等は確認されなかった。

18トレンチ(第 5図)

層位はほぼ標準土層のとおりである。 VI層の途中までしか掘り下げをおこなわなかった。

遺物は羽層から 2点の土器片が数点の醸とともに出土した。第 7図 1はRの条の結節を 2箇

所もつ LRの縄文を施す土器である。縄文早期の平椿式土器と考えられる。

14トレンチ(第 5図)

層位は II~N層は確認されなかったが、ほぼ標準土層のとおりである。 vn層まで掘り下げた。

羽層が a，bの2層に分けられ、 VIa層から 1点の土器片と離が出土した。土器片は小破片の

19トレンチ北壁 12トレンチ北壁

151.00m 148.50m 

I 
日方10トレンチ南壁

149.00m 

。。 . . ⑥ 
。. 

0 . 
，4 
3。

。0

・

o 1m 

⑨ 

第6図 19， 12， 10トレンチ
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ため図化しなかった。

20. 19トレンチ(第 5. 6図)

いずれも調査区東部の小丘陵上に設定したトレンチである。 20トレンチの層位は I層の下は

E層となり、 II~XJ曹は見られなかった。

19 トレンチは I 層の下は V層となり、 II~N層は確認されなかった。

いずれのトレンチからも遺物，遺構等は確認されなかった。

12トレンチ(第 6図)

層位はm.N層は確認されなかった。現況が畑であるため、地表はほぼ水平であるが、下層

はしだいに傾斜が急になっており、旧地形はかなりな傾斜地であったことが想像される。

Va層から第 7図2の遺物が 1点出土したのみである。ホルンフェルスを素材とする磨製石

斧の刃部の破片である。現存の重さは23.8gである。他に I層より数点の土器片が出土してい

る。

10トレンチ(第 6図)

層位はわずかに南西に傾斜している。 II~N層は確認されなかった。耕作等によって削平さ

れたものと考えられる。四層はやや暗い茶褐色土であり、その中に黄褐色の火山灰が見られる。

VI層から磯とともに遺物が出土している O また、VIll層からも数点、の小離が出乏している。第

7図3は外面に貝殻条痕文を施すもので、縄文早期のものと考えられる o 4は不純物や気泡の

少ない良質の黒曜石を素材とした石鎌で、先端部と脚部の一部を欠損している O 現存の重さは

0.20gである。他にチャートやタンパク石の剥片が数点ずつ出土している。

4卜レンチ(第 8図)

当初、 2X3mの大きさの卜レンチで調査を行ったが、遺物の出土量が多く、周辺には遺構

の存在も予想されたので、遺跡の性格等の把握のため、南側を 2m.東側の一部を 1m拡張し

て調査を行った。

層位はI. II層は a. bに分けられ、 IIb層はやや明るL、。 Vc層は硬さによって 2層に分

けられる部分もあるが、全体的なものではなかった。
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Vb層まで掘り下げた時点で、トレンチの南側に落ち込みらしきものがみられた。日程等の

関係により、小トレンチで確認を行ったが、性格などは明らかにできなかった。住居跡等の可能

性も考えられる。

この遺構らしきものが確認されたため、 VI層以下についてはトレンチの北側の一部分を掘り

下げたのみであったが、 VI層から縄文早期のものと考えられる土器片 1点と磯が出土した。

Va， Vb層からは多数の遺物が出土した。第 9，10， 11図31~34は深鉢形土器である。第

9 図 5~9 は内湾あるいは直口する口縁部である。 5 ， 6は数条の沈線を施文し、 8，9はわ

ずかに肥厚する。 5 は内外面ともに研磨されている。1O~24は外反する口縁部である。1O~15

は口縁部を肥厚させ、口縁帯としている。他は小破片のためこの口縁帯を持っかと‘うかは明ら

かでない。 11の外面はへラミガキによる整形である。 13は胎土に金雲母を混入する。 10は外面

にススの付着が見られる。 25~32は胴部の破片である。いずれも外面はへラナデによる整形で

あり、内面は25以外は剥落が著しい。 25~28 ， 31 は外面に、 32は内面にススが付着する。 35~

46は洩鉢形土器である。 35は直線状に外反する口縁部が端部で立ち上がる。 36~40は直線状に

外反する口縁部である。 38~40は山形の口縁であり、頂部から 2 条単位の沈線弧文を施文し、

その下位に横位の沈線文を施文すると思われる。 41は口縁部が短く外反し、内面に 1条の沈線

を施文する。 40，41. 45以外は黒色あるいは淡褐色に研磨されており、胎土も精製されたもの

である。 47~53は底部に組織痕を持つものである。 54は小破片のためはっきりしないが、壷の

可能性が考えられるものである。

55は頁岩を素材とする打製石斧である。 56，57は貰岩を素材とする磨製石斧であり、 I層か

らの出土である。現存の重量はそれぞれ95.59，印9， 62.59である。

22， 1トレンチ(第8図)

22トレンチは I層の下はVIa層となり、以下は標準土層のとおりである。 1トレンチでは I

層の下はX層となり、 3層に分けられた。その下に談茶褐色を呈した粘質土が見られた。

いずれのトレンチでも遺物，遺構等は確認されなかった。

15， 16トレンチ(第 8，13図)

2トレンチで遺物が出土したので、その範囲を確認するためにこれらのトレンチ設定した。

いずれも層位は南側へ傾斜しており、 15トレンチでは I層の下はW層となる部分もある。 16

トレンチでは 1層の下はV層あるいは羽 b層となる。

遺物はそれぞれ3点ずつ出土している。第15図58は15トレンチから出土したもので、貝殻条

痕を施文する早期の円筒土器である。他は細片のため図化しなかった。

2トレンチ(第13図)

層位はE層の下はVa層となり、以下は標準土層のとおりである。 トレンチの中央付近に一

部揖乱が見られる。

遺物はVa及びVIb層から出土した。第11図59は大きく外反する口縁部で山形となるもので

ある。外面にはススが付着する。 60，61は貝殻条痕文土器の胴部である。 61~65は貝殻条痕文

F
同

υ

咽

i



~子宮司、、
"".;-国間匙斗叫蚕h鴫.，
野禽安o

lてJ与がJ
守-y

審ヤ
有

μ6

O 5cm 

11 

nμ
日

判

μη
判
パ
州
問

20 

n
μ
n
J
 

第 9図

li 
4トレンチ出土遺物(1)

P
0
 

1
Eム



刀パ
ωμ

23 

~~:. ド吋

己主岳民私刊川
曜時宮戸、，..'，市:'I.it.l:. I 

%奪第十 Y 

d 
5cm 

:t:::::I 
4トレンチ出土造物(2)

-17一

第10図



/ヘ

一
時
申

マフタ

2 禽轟襲ぞ草署万
一-hてラfフ鯵轡12

グ 露害警警ぞ

γ 
工二〉

~95? 瀧
第11図 4トレンチ出土遺物(3)

。。
唱

i



。

?>4 
51 0 

5鍋

53 

第12図 4トレンチ出土遺物(4)

56 

土器の底部である。 59は晩期，的~65は早期の円簡形土器と考えられる。 66はチャートを素材

とするスクレイパーで・重さは20.979である。'59.66はVa層、他は羽 b層からの出土である。

3トレンチ(第13図)

層位は I層の下はVa層となり、 X層の下には淡茶褐色の粘質土が見られる。

遺物，遺構等は確認されなかった。
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第16図 21， 24トレンチ

7. 8. 9トレンチ(第13.14図)

7トレンチの層位は I層の下はV層となり、以下は標準土層のとおりである。 8トレンチの

層位は I層の下はV層となるo VlII.区層は 3層に細分された。 X層は確認されなかった。 9ト

レンチは傾斜面に設定したため、層に若干の乱れが見られ、樹根等による撹乱も観察される。

いずれのトレンチからも遺物，遺構等は確認されなかった。

17. 6トレンチ(第14図)

17トレンチの層位は I層の下はVb層となり、以下は標準土層のとおりである。 6トレンチ

の層位は I層が3層に分けられ、 1c 層の下はXI層となる。

いずれのトレンチからも遺物，遺構等は確認されなかった。

13. 5卜レンチ(第14図)

13トレンチの層位は I層の下はVb層となり、以下は標準土層のとおりである。医層まで掘

り下げた。 5トレンチの層位は I層の下はVa層となる。以下は標準土層のとおりである。

13トレンチからは遺物，遺構等は確認されなかったが、 V.羽層から少量の離が出土してい

る。第15図67は5トレンチのVa層から出土したものである。ややあらく研磨された土器で、

晩期の深鉢と考えられるものである。外面にはススの付着が認められる。

23トレンチ(第14図)

層位は I層の下はVa層となる。以下は標準土層のとおりである。区層まで掘り下げた。

遺物はVa. VIb層から出土した。第17図68.69は晩期の深鉢形土器の胴部.70は黒色研磨

土器の浅鉢形土器と考えられるものである。

21トレンチ(第16図)
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グ

73 

77 

層位は I層の下はV層となり、 VI層は色調により 3層に分けられた。上から茶褐色，暗茶褐

色，黒褐色である o W層まで掘り下げた。

遺物は羽層から多くの磯とともに、出土した。第17図71は縦位に網目状撚糸文を施文した後

横位の沈線文を施文するものである。原体は Rの条を用い、右巻きと左巻きが交差するたびに

交互に上下するように巻いていると考えられる。 72はわずかに条痕文が見られるo 73~76は無

文の胴部破片であるo 77は底部と考えられる。

24トレンチ(第16図)

層位は I層の下はV層またはVI層である。以下は標準土層に近いがX層は確認されなかった。

遺物，遺構は確認されなかった。

第3節まとめ

遺物の出土したトレンチについては、便宜上次のように各地点に分けた。 2，15トレンチ周

辺をA地点、 4，10， 12トレンチ周辺を B地点、 21， 23トレンチ周辺を C地点、 13，5トレン

チ周辺をD地点、 18，14トレンチ周辺を E地点とした。遺物の出土した地点、については大隅耕

地事務所と協議の結果、 A，C地点の削平部分については昭和63年度に発掘調査を実施し、他

の部分については現状保存を行う。同時に E地点については工事中に立ち会いを行う o B地点、

の10，12トレンチ周辺については、平成元年度に発掘調査を実施する。 E地点及びB地点の 4

卜レンチ周辺については設計変更により、現状保存を行うこととなった。

A
生っ白



@ 

L---30m 
第18図施工計画図
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第V章 A地点の調査

第 1節調査の概要

確認調査によって遺物の出土すると想定される部分に、lOXlOmのグリッドを設定して調査

を行った。グリッドは仮基準杭を中心として、南北方向を主軸にA、B、C……とし、東西方
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第20図 VI層遺物出土状況

-27-



向を 1、2、3……とした。

遺物はV層から縄文晩期の遺物が出土し、羽層から縄文早期の遺物が出土した。遺構はVI層

から集石が一基検出された。

第2節層位

層位はほぼ標準土層のとおりであるが、若干の違いが見られた。 I層は色調等の違いにより

3層に分けられる部分がある。 II，rn， N層は確認されなかった。 V層は a，bのみでVc層

は確認されなかった。 Va層としたのは、 Va層よりわずかに色調が濃い部分である。 Vb層

は部分的に観察される。 w層も部分的に見られるのみである。

第 3節 U層の謂査

1 遺構

遺構は集石が 1基確認された(第21図)0H-5区に位置しているO径約 170X 120 cmの大き

さのほぼ楕円形のプランであるが、南東部にややまとまっている。ほとんどが角磯であり、礁

の大きさはlOcm前後のものが多いが、中には15cm以上のものや、 5cm未満の大きさのものも含

まれている。磯はほとんどが安山岩であるが、中には砂岩も少量混ざっている。火を受けたも

のと考えられ、若干赤味をおびているものがある。磯はそれぞれ高低差があるが、明確な掘り

込み等は確認できなかった。

2 遺物
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一28-

には浅い刻みを施す。 79は

復元口径1O.9cmを測る。斜

位の押圧文の上下に横位の

押圧文を施す。口唇部は細

くなり、丸みをおびるが、

剥落が著しく文様等ははっ

きりしない。 80は復元口径

9.5 cmを測る。口縁部は横

位に員殻腹縁を押圧する。

82~93は胴部である。いず

れも貝殻条痕文を施文する

が、 82は他に比べて条痕が

細L 、。 94~96は底部である O



95ははっきりしないが94 ， 96は底面近くまで条痕文を施す。内面の調整は85~88はケズリで、他

はナデ仕上げであるo 85--88， 94， 96は同一個体の可能性が考えられる。縄文早期の石坂式土

器系の土器と考えられるものである。

第23図97--102は押引文をもっ土器である。 97は胴部の文様がはっきりしないが、一応この

類として扱った。口唇部はやや幅広の刻みを施す。口縁部は斜位の連点に近い押引文を施し、

その下位に刺突文を施すものである。 98は口唇部に不規則な刻みを施す。口縁部は員殻腹縁に

よる横位の押庄文を 2条施文し、その下位に貝殻腹縁による三角形の押圧文を上下交互に施文

する。胴部は員殻腹縁により、刺突文に近い押引文を施文する。 99は平担な口唇部に刻みを施

し、口縁部は員殻腹縁による横位の刺突文を一条施し、その下位に員殻の助2つを 1単位とす

る縦位の東IJ突文を上下 2条施文する。胴部は員殻腹縁による押引文を施文する。 100は平坦な

口唇部に刻みを施し、口縁部から押引文を施文するものである。 101，102は押引文を施文す

る胴部である。縄文早期の吉田式土器、もしくはその系統の土器と考えられるものである。

第24図 103--109は、口縁部が大きく外反し、頭部に沈線文を施文するものである。 104，

105は口唇部に刻みを施す。 103は剥落が著しく、はっきりしなL、。 109は大きく外反する口

縁部に沈線文を施す。 109は網目状の撚糸文を施すが、条の撚りははっきりしない。縄文早期

の塞ノ神式土器と考えられるものである。

石器(第24図 110--116)

110は姫島産と考えられる黒曜石を素材とした石蟻である。重さは0.781<である。 111は細

身の木葉形の尖頭器である。両面に入念な加工を施し、細身に仕上げている。素材は濁灰青色

で、ガラス光沢はにぶい黒曜石である。現在のところ、このような黒曜石は県内には確認され

ていない。長さ5.92cm、幅1.29cm、厚さ0.47cm、重さ3.341<である。 112--116は磨石、敵石

である。素材はいずれも砂岩であるが、 112--114は円離、 115，116は角磯である。重さは

それぞれ1.005 1<， 1. 225 1<， 310 1<， 270 1<， 260 1<である。

第 4節 V層の調査

V層は鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰層である。 a，b 2層に分けられたが、 b層は部

分的に確認されたのみである。 Va層は二次堆積の可能性も考えられ、若干腐植の進んだ層で

ある。 Va'としたものはVa層より腐植が進み、色調の濃いものである。

遺物は縄文晩期のものと考えられる深鉢形土器、浅鉢形土器や石器等が出土した。

深鉢形土器(第26--30図)

小破片が多く全体の器形等を把握できるものが少なかった。従って口縁部の形態等を中心に

説明してし、く。 117--126は口縁部が内湾あるいは直口するものである。 117--123は口縁部

が肥厚し、口縁帯となる。 117，119， 124怯口縁部に条痕を施文する。 118は胴部から大き

く外反しながら内傾する口縁部となり、口縁部外面には沈線を施すものと考えられる。 117--

119は内面の整形はナデ、 120は内外面ともに淡黄褐色の研磨である。 121--126は内外面と

もにナデ整形である。 122、 123は胎土に金雲母を混入する。 127--151は口縁部が外反する
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第29図 A地点出土遺物(7)
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第30図 A地点出土遺物(8)

ものである。 127~ 144は口縁部を肥厚させ、口縁帯としている。 127，130， 132， 136は

頭部で「く」字状に屈曲し、内面に稜をもっ。 127は条痕文、 129は横位の沈線文、 130は鋸

歯状の沈線文、 133は回線文に近い沈線文を口縁帯に施文する。整形は 128，142は外面は研

磨、内面はナデである。 132，133は内外面ともに研磨、他は内外面ともにナデ仕上げを行っ

ている。 136は胎土に金雲母を混入している。 121，123 ， 128 ~ 130は外面にススの付着が

認められる。 152~ 164は胴部の破片である。 152は胴部が大きく張り、頭部でしまり、外反

する口縁部になると考えられる。外面はミガキ、内面はナデ仕上げである。 153は胴部の屈曲

部の上位に上下それぞれ2条の沈線を施文し、その聞に長円形の連点文を施すが、上の沈線の

間隔が広い。内外面ともにナデ整形である。 154は胴部の屈曲部に連点文を施す。外面はミガ

キ、内面はナデ仕上げである。 155~ 164は胴部の屈曲部分である。 160，163は外面はミガ

キ、内面はナデ仕上げであり、他は内外面ともナデ仕上げである。 152，155 ~ 158， 160， 

163， 164は外面にススの付着が認められる。

浅鉢形土器(第31， 32図179) 

165は胴部がわずかに張り、頚部内面に稜を持ち、直線的に外反する口縁部へと続くもので

ある。 166は頚部内面に稜を持ち、大きく外反する口縁部は端部で垂直に立ち上がり、口縁端

部は丸みをおびる。口縁部外面は細い一条の沈線が巡る。 167は大きく外反する口縁端部が垂

直に近く立ち上がる。口縁端部は平坦に仕上げ、外面に浅い沈線が一条巡る。 168は大きく外

反する口縁部で、端部は立ち上がりはなくやや丸く仕上げ、外面には浅い沈線が 1条巡るもの

である。 169は頭部内面に稜を持ち、この稜の上位に沈線を一条巡らす。口縁部は山形になる。

175は胴部及び頚部で稜を持ち屈曲し、直線状にわずかに外反する口縁部となるものである。

179は肩部と頚部で稜をなして屈曲し、椀状の胴部につらなる。とくに頚部内面は張り出しぎ

みに稜をなし、この稜の上位の口縁部内面に一条の沈線を巡らす。 175以外は内外面ともに褐

色あるいは黄褐色に研磨された土器である。

鉢形土器(第32図180~ 183) 

180は内外面ともていねいに研磨されている。 181は口縁部がわずかに肥厚する。 183は内面
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第31図 A地点出土遺物(9)

-39-



o 5 cm 

」一」cm

P瑚
第32図 A地点、出土遺物(10)
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第34図 A地点出土遺物(12)

はミガキ仕上げで、外面に網目状圧痕の組織痕をもっ底部である。

212 

o 5叩

184は弥生土器の聾形土器の口縁部と考えられるものである。外面にススが付着する。

底部(第33図)

底部はいずれも深鉢形土器のものと考えられる。形態により次のように分けた。 a ゆるく

カーブしながら胴部へ続くもの(185 ~ 190， 199 )、 b:ほぼ直線的に続くもの(191 ~ 193， 
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o 5叩

第37図 A地点出土遺物(15)

204， 205は石蟻である。 204は黒曜石、 205は頁岩を素材としている。重さはそれぞれ0.50

9 ， 1.009である。 206はチャートを素材とする石匙で、重さは9.059である。 207， 208は

チャートのスクレイパーと考えられる。重さはそれぞれ8. 11 9 ， 28 . 249である。 209は石蟻の

製作途中のものと考えられる。素材はチャートで、重さは2.629である。 210，211は磨製石

斧、 212~ 215 は打製石斧の欠損品である O いずれも頁岩を素材とする。 216 は石皿、 217~

225は磨石及び蔽石である。 218は喋質砂岩、他は砂岩である。 226は頁岩を素材とした石匙

である。 227，228， 230は頁岩を素材とした有肩の打製石斧であるが、 227，230は一部に

研磨痕が観察される。 229は頁岩を素材とするもので、磨石，敵石として使用されている。

226 ~ 230はI層からの出土である。

第5節まとめ

A地点の調査では羽層から縄文時代早期の遺物と集石が1基確認された。 V層からは縄文時

代晩期の遺物が出土した。集石は花弁状の配石等はなく、掘り込みも確認されず、磯は散乱し

た状態であったが、火を受けた痕跡が認められた。遺物について見ると、 '78-81，83は口縁部

がほぼ直行するものの、その文様から石坂式系のものと考えられる。 97-102は押引文が見ら

れることから、吉田式土器と考えられるものである。 103-109は塞ノ神式土器と考えられる

もので、 109は網目状の撚糸文が見られる。いずれも刊層からの出土で縄文早期のものである。

V層からは縄文晩期の深鉢，浅鉢，鉢等が出土している O 深鉢はそのほとんどが入佐式に比

定できるものと考えられるが、 153， 154は縄文後期のものと考えられるものである。浅鉢に

ついてもほとんどが入佐式に比定されるものである。鉢については 179は入佐式、 183は網目

状の組織痕をもっ底部で黒川式に比定されると考えられるものである。
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第U章 C地点の調査

第 1節調査の概要

今回の調査は確認調査の結果、遺物の出土すると考えられている部分の内、水路及び工事に

より削平される部分について、全面調査を実施した。

確認調査ではVI層から縄文早期の遺物が出土し、 V層から縄文晩期の遺物が出土している。

しかし、今回の調査の結果、羽層からはわずかしか遺物は出土せず、遺物のほとんどはV層か

らの出土であった。遺構は検出されていない。

第2節層位

調査区域の現況は傾斜面の畑であるが、層位はほぼ標準土層に近いものであった。傾斜は南

北はわずかに中央部が凹んでおり、東西は西から東側へ傾斜している。 I層は a，bに分けら

れ、 II~N層は確認されず I 層の下はVa 層となる。 V層は a ， b， cの3層に分けられた。

羽層は a，bの2層に分けられる。 VII層及び一部四層まで掘り下げた。

第3節出土遺物

土器(第40~43図)

A 

146.50m 

146.50m 

C 

145.00m 

o 1m 
h圏冨置Z置....... 

第38図 C地点土層断面図
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第40図231. 232はVI層から出土した。 231は大きく外反する口縁部へとつらなる頭部であ

る。横位に一条の沈線を巡らし、その下位に棒状の工具による刺突文をこれも一条巡らす。網

目状撚糸文らしきものが見られるが、はっきりしない。 232はLの撚りの条を右巻き後左巻き

にした原体を用いた、網目状撚糸文を間隔をおいて施文した後、やや斜めの沈線を施す胴部の

破片である。縄文早期の塞ノ神式土器と考えられる。

第40図 233~第41図 261 は縄文晩期の深鉢形土器である。小破片が多く、全体の器形等明ら

かでないものが多いが、口縁部を中心に説明してしぺ。 233~ 237は口縁部が直口あるいは内

湾するものである。 233. 234は外面にわずかに条痕が見られ、ススが付着する。内面は 233

はナデ、 234はミガキ仕上げである。他は内外面ともにナデ仕上げである。 238~ 251は外反

する口縁部である。小破片のため、はっきりしないものもあるが、直線状に外反するものや、

• 
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第39図 C地点適物出土状況
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第41図 C地点出土遺物(2)
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第43図 C地点出土遺物(4)

ゆるくカーブしながら外反するもの等がある。 239，246は外面に、 242，250は内外面とも

にわずかに条痕が見られ、 240は内面はミガキ、外面はナデ整形で、他は内外面ともにナデ整

形である。 240，241， 247， 249 ~ 251は外面にススの付着が認められる。 252~ 257は口

縁部近くに突帯を貼り付けるものである。 252~ 256はほぼ直口するものであるが、 257は外

反する。突帯は 252，254 ~ 256は断面三角形であるが、 257の断面形は台形に近い。整形は

いずれも内外面ともにナデ整形である。 258は口縁部に鰭状の突起を貼り付けるが、小破片の

ため全体の形状ははっきりしない。 260は内外面ともに条痕が見られる。外面にはススが付着

する。 261は内外面ともにミガキによる仕上げで、外面にはススの付着が認められる。

262~ 286は浅鉢形土器である。 262~ 263は直線的に外反する口縁部が端部でほぼ垂直に

立ち上がるもので、立ち上がり部外面に沈線を施文するものである。 267は口縁端部の立ち上
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第44図 C地点出土遺物(5)

がり部分である。 264，266は直接的に外反するもので、端部の立ち上がりはなく、内面に一

条の沈線を巡らすものである。 268~ 270は頚部で屈曲し、直線的にのびる短い口縁部が端部

でほぼ垂直に近く立ち上がるもので、立ち上がり部の外面に沈線を巡らすものである。 271は

頚部で屈曲し外反する口縁部へと続くものである。口縁部内面にわずかな段を有するo 272は

直線状にのびる口縁部の内外面に沈線状のわずかな段を有するものである。 273は肩部が稜を

持って張り、頭部でも稜を持ちほぼ垂直に近く立ち上がり、口縁部へと続く。口縁部には中央

部が凹む突起を貼り付ける o 274は大きくカーブすると思われる胴部から頚部で強く屈曲し立

ち上がり、口縁部となる。内面に一条の沈線を巡らす。 275は強く屈曲する頚部であるが、口

縁部に近い部分の断面は切断されたように磨いている。 276~ 284は胴部である。 278，282 
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~284 は丸みを持つが、ほかは稜を持ち屈曲している。 286 は外面に段を有する。 280 は内外

面ともナデ整形であるが、他は褐色または茶褐色に研磨されている。

287は屈曲し稜を持つ胴部から底部にかけて、席目状の組織痕を持つ鉢形土器で、ある。内外

面ともナデ整形である。

288 ~ 294は底部である。いずれも深鉢形土器のものである。 288はゆるくカーブしながら

胴部へ続く。 289は端部がわずかに貼り出すが、ほぼ垂直に立ち上がり胴部へ続く。わずかに

上げ底ぎみである。他は端部が貼り出すものである。 294は上げ底である。いずれも整形はナ

デ仕上げである。

295は土師器の境である。 296は内黒土師器の塙である O

第44図は石器である。 297~ 301は石鍛である。石材は 297は黒曜石、他はチャートを用い

ている。重さはそれぞれ0.20g，1.34g ， 1.24g ， 0.59g， 0.82gである。302は石錐、 303は

石錐の先端部の欠損したものと考えられる。いずれもチャー卜を素材としており、重さはそれ

ぞ、れ0.36g，3.23gである。 304はスクレイパーと考えられるものであるが一部を欠損してい

る。チャートを素材とし、重さは1.74gである。 305は石鎌の製作途中のものと考えられる。

石材はチャー卜で重さは2.14gである。 306は一部に加工が施されるが、欠損しており器種等

は明らかでな ~'o 石材はチャートである。 307 ~ 309はいずれも頁岩を素材とする、打製石斧

の欠損品である。 311，312はいずれも磨石、敵石として使用されたものの欠損品である。石

材はいずれも砂岩を用いている。

第4節まとめ

C地点の調査ではV，百層から遺物が出土したが、 VI層からは少量の土器片が出土したのみ

であり、遺物のほとんどはV層から出土したものである。

231， 232はいずれも縄文早期の塞ノ神式土器であり、刊層からの出土である。

233~ 261は縄文晩期の深鉢形土器である。小破片のため傾きなどのはっきりしないものも

あるが、大半は入佐式に比定されるものと考えられる。 252~ 257は口縁部に突帯を巡らすも・

のである。型式等ははっきりしないが、 256は入佐式に類似する。

262~ 286は浅鉢形土器である。 262~ 271は入佐式に比定されると考えられるものである。

273， 274は黒川式土器の鉢形土器と考えられるものである。

287は黒川式土器の鉢形土器と考えられるもので、底部に帯目状の組織痕文をもっ。<'

石器は石鍛，石錐，スグレイパー，打製石斧，磨石，敵石等が出土している。
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第羽章 B地点の調査

第 1節調査の概要

道重遺跡は昭和63年度に確認調査並びに削平部分についての面調査が実施されている。今回

は、その面調査部分の東側に当たる幹線道路部分についての調査を実施した。道路部分である

ので、調査区は幅 5m、長さ約80mの範囲である。中央部に旧畑地の進入路があり、これを工

事に伴って重機の進入路として用いたと思われ、撹乱を受けている。確認調査時に、縄文時代

晩期・早期の包含層が確認されている O 前回の確認調査時の10トレンチが、調査域のほぼ中央

にあったために、南側から斜面に 2X5mのトレンチを、 10m隔てて 2ケ所トレンチ設定し、

北側の畑地の中央に 3X4mのトレンチを設定した。その結果南側では自然の斜面をそのまま

残し、表土の下はアカホヤ層 (V層)となっていた。また北側においては、既に工事の終わっ

た圃場側に縄文時代晩期の包含層 (II層)が僅かに残っていたが、ほとんどの部分で表土の下

に縄文時代早期相当層の羽層が検出された。これにもとづいて、南側については重機によって

アカホヤ層をはぎ取り、以下順次掘り下げを行った。 3トレンチでは、薩摩層の下から剥片が

出土したため、全面にわたって 2次シラスまで調査を行った。調査面積は約 500rrf、平成元年

10月2日(月)から10月24日ωまで調査を行った。また便宜上、中央の撹乱部を境にして、北区・

南区とするわ

第 2節遺構(第49図・第50図)

南区でw層=薩摩層上面に、集石を検出した(第49図・図版11)。縄文時代早期に相当する。

集石に共伴する遺物は確定できなかった。北区では、仮設定したトレンチの北隅から、チャー

トを中心としたチップ・フレークの集中する Pitを検出した。薩摩層の上から掘り込まれてお

り、時期は縄文時代早期にあたると考えられる。石器製作跡と考えられるが、石核と剥片が出

土し、 トウールの出土は、この Pitからはなかった。石材は、タンパク石・チャート(白)の

2種類が中心である。

第3節 遺物(第51図~第56図)

遺物は、斜面の傾斜が緩やかになる北側に多く出土し、南区の旧10卜レンチ周辺と北区に集

中した。遺物は、縄文時代早期から晩期にかけての土器片、縄文時代早期の石嫉，模形石器、

旧石器時代の細石核、細石刃、剥片などが出土した。北区では、土層の堆積状況がほぼ水平で、

出土遺物をw層の上層，下層を分離することができた。南区においては、土層の堆積状況に傾

斜があり、遺物はw層の直上と、 w層中に混入する状況で出土した。南区では四層が薄く堆積

しており、 w層と咽層を部分的には確認したが、面的には医層がすぐに表出してしまい明確に

分離できないまま掘り下げることとなった。北区においては、縄文時代早期層の石材と、薩摩

層下の石材とが明確に分離できる。

土器(第51図・第52図)

313， 314は楕円押型文土器である。 313は文様が深く施され、314は一部分をナデ消している。

両者とも内面調整はへラで丁寧にナデられている。 315~318は員殻文土器で、いずれも円筒形
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-58一



B' 

A A' 

& 

~ & B 

一一一ー149.00m

第49図 1号集石

* • . 

392 O 

* * 
* .fZ京、 • 

* hア渦ij. • 
合

~ .....I"~.. .... -. 
O 

O 

* * • • • 羽砂

392 O O 勿ゑ宇Jキヂ硲~.:肯 *世. * 
A 一一一149.00m

* 
司区

務修復L-A物
O 1m 

第50図北区Pit及び遺物出土状況

Q
d
 

戸

h
d



抱 U

316 

議 U
318 

321 

325 328 

o 5叩

E 329 

第51図 B地点出土土器(1)

-60 



グ

勢U
335 

J 

333 

Uフ

337 

明R
U
B
E
-
-

第52回 B地点出土土器(2)

の器形をなすものと考えられる。 317は、 2枚貝の腹縁部を縦位に用い連続刺突している。 317

以外は貝殻条痕を器面に残す。 315は、丁寧なへラ状工具によるナデで内面調整される。 319~

324は塞ノ神式土器で、 319.320は口縁部で、 321~324は胴部である。 319. 320は員殻による

連続刺突が施され、 321.322. 323. 324はいずれも沈線と縄文を施される。 321は撚糸文、 322

~324 は網目撚糸文で、沈線による区画は有しない。原体は、 322 は右巻後左巻きで、条の撚

りはL、323が同じく右巻後左巻きで、条の撚りがRで、他は不明である。ここまでが、羽層

出土の土器で、以下はV層=アカホヤ層上位から出土したものである。 325.326は、傾き不明、

細く浅い沈線を施す。 327.329は同一個体で、胎土に金雲母を含み、頭部に貝殻の連続刺突を、

胴部はへラ沈線と刺突を施している。内面は工具によってナデられている。これらは、文様構

成から塞ノ神式土器に近似しているものと考えられる。 330~ 332も同一個体で、粗い条痕が

ある。 333は口縁部にあたり、口縁は直立する。ふきこぼれと考えられる炭化物の付着がある。
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第 2表 B地点石器計測表

No. 器 種 石 材 区 層 最大長田阻 最大幅四回 厚さ m皿 重量 g 備 考

338 石 鎌 タンパク石 北 VI 27.10 15.05 4.30 1.23 • 339 /1 黒 曜石 仮2T 20.15 18.70 4.65 0.97 姫島産 女

340 /1 /1 南 16.65 12.60 1.95 0.35 宮島

341 /，ノ ノノ /1 12.05 11.60 3.25 0.38 
* 342 〆/ チャート(白) 〆ノ 17.10 14.55 4.05 0.63 乙斗

343 ノノ 頁 正山王 /ノ 13.50 10.60 3.55 0.27 。
344 ノノ 頁 Z山T 〆/ 23.35 12.95 2.70 0.67 破損品 O 

345 ノ/ チャー卜(黒) ノ/ 22.15 13.60 3.75 1.21 5角形 a‘ 
346 /1 黒 曜石 /1 20.65 11.25 3.80 0.78 両面に最1]離面が残る禽

347 ノノ タンパク石 ノ'/ 24.15 11.80 5.30 1.29 • 348 ノノ チャート(白) ノ〆 16.20 7.50 2.95 0.35 正斗

349 /1 頁 正山王 /〆 18.60 14.40 3.50 0.57 破損品 O 

350 ノノ 黒 曜石 北 VI 9.90 12.35 3.00 0.39 破損品 a‘ 
351 ノ/ 黒 曜石 北 四 8.50 12.65 4.10 0.44 破損品

* 352 〆/ チャート(臼) 南 30.60 13.10 3.05 1.19 ム

353 ノノ 頁 正山王 /，〆 31.80 13.50 5.25 2.05 破損品 O 

354 /1 頁 草山T ノ/ 29.95 14.50 6.00 2.62 破損品・有茎 70

355 /1 チャート(白) ノ/ 28.30 9.85 3.65 0.89 破損品 ム

356 /1 タンパク石 /1 20.85 16.95 6.20 1. 79 • 357 ノノ ノ〆 ノノ 22.65 12.10 3.50 1.00 破損品 • 358 尖頭 器 チャート(白) /ノ W 58.75 28.60 9.30 16.10 乙込

359 首Ij 器 頁 草山T ノノ 羽 29.25 40.80 10.70 14.14 両面を研磨 O 

3印 扶入石器 流紋岩 〆/ 22.35 16.20 7.50 2.79 破損品 O 

361 タンパク石 ノ/ 11. 70 18.35 5.50 0.91 • 362 模形石器 チャート(黒) 北 羽 25.80 30.90 7.10 6.46 a‘ 
363 /1 タンパク石 24.90 23.65 8.70 5.39 • 364 /1 チャート(白) 南 33.45 23.55 11.50 7.58 ム

365 /〆 ノ/ ノノ 35.20 29.15 12.30 9.92 ム

366 寺町j 片 チャート(白) 北 VI 42.70 17.90 7.45 4.15 ム

367 ノノ タンパク石 ノノ ノ/ 12.45 8.30 2.85 0.25 • 368 /〆 ノノ ノノ /1 18.45 10.95 2.55 0.48 • 369 /1 砂岩(硬質〕 /1 vm 40.25 33.20 8.90 9.63 O 

370 /ノ /1 南 19.85 16.90 4.40 1.67 。
371 ノノ ノ〆 /1 /1 22.80 21.65 3.40 1.56 O 

372 /1 /ノ ノ〆 ノノ 27.60 26.85 4.95 3.54 O 

373 ノ/ /1 ノノ /1 13.45 13.70 4.30 1.13 O 

374 /ノ ノノ ノノ /1 9.85 8.70 2.85 0.20 O 

375 /1 /ノ ノノ VI 9.40 9.70 1.95 0.18 O 

376 /1 /1 /1 〆ノ 14.20 9.10 2.30 0.31 O 

377 〆ノ /ノ /1 /ノ 21.95 7.50 2.90 0.51 O 

378 細石 核 黒曜石 ノ'/ vm 14.25 12.05 9.55 1. 79 女

379 /1 /1 ノ〆 ノノ 13.90 8.20 7.55 1.03 * 
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No. 器 種 石 キオ 区 層 最大長m皿 最大幅mm 長さ皿皿 重量 g 備 考

380 調整剥片 黒曜石 北 四 9.10 12.65 3.50 0.30 磯面を残す 女

381 // // // 〆/ 10.60 7.90 4.05 0.34 曜裏面を残す * 382 細石刃 // 〆〆 // 16.70 6.45 1.95 0.17 機面を残す * 383 /ノ /ノ /1 // 13.50 4.40 1.80 0.10 * 384 ノ〆 1/ 〆'/ VI 14.25 5.20 4.00 0.18 機面を残す 食

385 ノノ ノノ /ノ 四 10.75 5.90 1.50 0.08 * 386 /〆 /ノ // 〆/ 6.80 5.35 1.45 0.08 * 387 〆1 // /〆 // 6.50 3.55 0.80 0.01 * 388 // // ノノ VI 7.55 2.26 1.20 0.02 * 389 〆/ // // 四 9.15 3.35 0.90 0.03 女

390 〆/ ノノ // ノ〆 8.50 3.95 2.65 0.08 * 391 /〆 1/ 〆/ // 8.30 4.35 1.05 0.05 女

392 ノ/ 1/ Fノ 羽 12.70 4.55 1.35 0.06 * 393 /1 // 
"〆

四 11. 70 6.70 2.00 0.12 * 394 〆〆 // // 1/ 9.50 3.75 1.20 0.04 * 395 〆F // // // 12.20 8.50 1. 70 0.17 * 396 華IJ 片 黒曜石 // 羽 17.45 7.05 3.05 0.30 姫島産 食

397 〆/ // 南 13.90 8.25 4.05 0.28 姫島産 * 398 /ノ ノ/ jヒ VI 5.15 7.80 1.15 0.04 姫島産 * 399 細石核 タンパク石 南 18.60 13.20 8.40 2.24 磯面を残す • 400 細石刃 1/ /〆 9.40 7.00 1.60 0.09 • 401 〆'1 〆〆 // 8.50 6.30 1.45 0.07 • 402 // // ::!t. vm 11.40 8.95 1.85 0.19 • 403 ノノ 〆/ 〆〆 VI 5.55 5.10 1.15 0.04 • 404 ノノ ノノ ノノ ノノ 9.95 7.95 1.20 0.12 • 405 〆/ ノノ // ノノ 9.75 9.85 3.60 0.42 磯面を残す • 406 ノノ 1/ 南 11.50 10.00 1.55 0.19 • 407 最IJ 片 チャー卜(黒) 〆ノ 12.95 6.60 2.50 0.18 .A 

408 ノ〆 // 〆〆 12.60 6.85 2.00 0.18 a‘ 
409 〆ノ /〆 ノ〆 9.70 5.25 1.55 0.07 a‘ 
410 // 〆/ ノ〆 8.25 6.05 1.00 0.05 .A 

411 // /〆 // 6.45 7.40 1.20 0.05 .A 

412 /1 〆〆 〆'/ 12.35 7.25 1.15 0.10 a‘ 
413 〆〆 /〆 1/ 下.65 7.50 0.70 0.06 

4‘ 
414 1/ チャート(白) ノ/ 14.80 8.20 3.00 0.36 正:，.

415 // // 北 VI 12.75 7.20 1.90 0.14 乙込

416 〆〆 〆〆 /ノ ノノ 9.40 7.70 2.85 0.26 乙斗

417 // /，〆 南 8.20 4.60 1.50 0.07 正』

418 ノ/ ノ/ jじ VI 20.25 9.95 2.20 0.45 6 

419 /ノ /〆 南 9.55 15.45 2.25 0.37 6 

420 〆〆 〆/ 北 四 14.80 6.10 2.15 0.17 乙』

421 /〆 ノ〆 〆'/ VI 10.40 7.90 2.45 2.22 6 

422 ノ〆 /，〆 f〆 // 8.05 9.60 1.65 0.15 6 
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No. 器 種 石 材 区 層 最大長mm最大幅削 厚さ皿皿 重量 g 備 考

423 剥 片 タンパク石 南 22.95 24.50 4.65 2.69 • 424 ノノ 〆〆 /〆 19.45 26.00 5.45 2.14 • 425 石 核 チャート(黒) :lt 四 28.20 19.00 8.30 4.05 a‘ 
426 11 タンパク石 :lt VI 30.70 18.20 14.95 9.08 • 
334は底部に近い。 337は組織痕土器で、内面はへラミガキされる。

313~324は縄文時代早期に、 325~329は縄文時代前期に、 330~337は縄文時代晩期に、それ

ぞれ相当する。

石器(第53図~第56図)

338~357は石嫉として分類した。凹基のものと (338 ， 339， 340， 341， 342， 343， 344， 348， 

349， 352， 353)、平基 (345，346， 347， 350， 351， 355， 356， 357)の他に、 354は有茎石搬

の可能性が高い。凹基のもので、 340はV字状の扶りを、 341， 342， 349はU字状の挟りをもっ。

345は五角形を呈する。 346は両面に剥離面を残し、縁辺に調整を施す。 348は脚の片側を欠損

後に、その欠損部に丁寧な剥離を施している。 352は長辺鎮で、基部に浅い扶りを施す。 353は

剥離面を残し、両側縁は内湾し、挟りは浅い。 358はw層の薩摩層から出土した尖頭器である。

362~365は模形石器で、特に 362 に使用時の痕跡がうかがわれる。 366 ~ 368は両極打法によ

る剥片である。 369~ 377は咽層から出土した剥片で、この石材は四層のみで、北区に限定さ

れて使用されている O

378~395は黒曜石を石材とする細石核と細石刃および調整剥片である。細石核は小型でいず

れも打面調整がなされる。 378は背面および打面の一部に磯面を残し、小円磯を起源、とするこ

とが分かる。 380，381は調整剥片で、それぞれ一部に喋面を残す。399はタンパク石の石材の細

石核で、打面，側面とも調整され、背面に醸面を残す。 400~406はタンパク石の細石刃である O

399の出土によって細石刃を認識することとなったため、黒曜石のもののように、すべてを発

掘地点・層位ともおさえることができず、網羅できなかった。 407~ 422はチャートを石材と

する剥片であるが、細石刃の可能性があると考えて図化した。 425，426は石核である。その他、

詳細については石器計測表にある。

第4節まとめ

B地点の調査は、良好に残存していた層がV層以下であって、時期が縄文時代早期と先土器

時代に限定され、特に石器において興味深い資料が出土した。 352~358はw層=薩摩層直上あ

るいはw層中に出土したもので、資料数は少ないが縄文時代尊創期の石器を考える上で貴重で

ある。こうした遺物とタンパク石を石材とした 399の細石核は南区から出土し、北区の上層の

縄文時代早期の Pit と、北区の下層から先土器時代の 369~395の遺物が出土していることで、

時期・石材・エリアのいずれも 3時期に分離することが可能である。黒曜石の細石核は、志布

志町倉園B遺跡・溝辺町石峰遺跡・栗野町麦生田遺跡・)11内市成岡遺跡から出土している。川

内川流域に遺跡が多い。
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図版12

出土状況 No379 出土状況 No378 

出土状況 No382 No393 

出土状況 No385 

出土土器 (313-324) 出土土器 (325-331)
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図版13

B 地点出土土器 (332-337) B地点出土石器 (338-347)

出土石器 (348-357) 出土石器 (358-362)
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図版14
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